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研究成果概要 
 

モデル生物である Chlamydomonas reinhardtii やラビリンチュラ類等の真核微生物の一部は、

カロテノイドを始めとする有用物質生産能を有している。一方、カロテノイド生合成系に関与す

る遺伝子には未同定のもの、制御機構が未解明のものが多く存在している。本研究では、京

都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、広範なデータからの注釈付を行う

ことでそれらの候補遺伝子を探索し、分子生物学実験に活用している。また、ラビリンチュラ類

は不飽和脂肪酸の生産源として近年注目を浴びているが、それらの生態や環境適応につい

ては未解明である。当研究室では、本種の特定の環境変化への適応を明らかとするため、網

羅的転写データを取得し、その解析も実施している。 
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